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研究期間 平成 16 年度～平成 18 年度 
 

本研究開発の概要 
本研究の目的は、健康福祉のための先進的エージェント・ネットワークの基盤技術を研究し、個人のプライバシーとセ

キュリティ上の安全性を十分に確保し、住民に高度な健康サービスを提供できる次世代ネットワークシステムのプロトタ

イプを構築することである。このシステムにより、市民から発せられる多岐にわたる要求や質問に対して、その背景と意

味を十分に理解し適切に応答できる高度な健康福祉サービスを実現することができる。 
 この目的を達成するため、本研究では、(1) 高次セキュリティ機構、(2) エージェント間コミュニケーション機構、(3) 
高次モバイル GUI 端末、(4)先進的エージェント技術、に関する基幹技術の研究開発を行った。また、得られた基盤技術

の有効性を確認するため、具体的な健康福祉サービスを想定した総合運用実験を行った。  
 

Abstract 
The objective of this project is to establish advanced agent and information network technologies on health and 
welfare and to construct a prototype system for a next generation network system for providing uses advanced 
health care advices taking care of individual privacy and security. Once rules together with domain ontology, 
individual vital information and lifestyle data are input into the engine, useful health care advices are derived as a 
result. 
To this end, we have attacked the following research topics: (1) Highly secured network, (2) Communication 
structure among agents, (3) Mobile GUI terminal and fingerprint authentication, (4) Advanced agent technology. 
Finally, a total experiment has been done to evaluate the entire system.  
  

１．まえがき 
我が国の急速な高齢社会から超高齢化社会への展開の

中で、最も緊急の課題は健康･福祉を支援する新しい基盤

としての社会システムを構築することである。この基盤シ

ステムの構築のためには、次の３つの研究開発を行われな

ければならない。第１は、高度の健康･福祉サービスの提

供を可能とする先進的基盤技術の研究開発である。第２は、

この提供された技術をベースに更なる新しい健康･福祉の

ための新しいサービスとビジネスモデルの開発である。第

３が、第１と第２のテーマを有機的に連携させ、技術、サ

ービスを評価し、より高度なサービスを強力に発展させる

エージェントの開発である。 
 

２．研究内容及び成果 
本研究は以上の観点に立ち、平成 16 年度から平成 18

年度の 3 年間にわたり、次世代健康･福祉のための基盤技

術の開発を行った。この研究開発は、先述した第１の項目

に対応するものである。また、第２の項目に対しては、現

在仙台市がフィンランド国家プロジェクトと共同して行

っている、健康･福祉・介護の高度サービスプロジェクト

と十分な連携をとり、共同研究を行った。その結果を基に

して総合的な健康･福祉のための総合システムのプロトタ

イプを開発した。これを用いて、宮城大学を中心として、

実証実験および評価を行い、十分な成果を得た。本研究全

体の成果を表す概要図を図１に示す。 
 



図１ 本研究全体の成果を表す概要図 
 
本研究における技術開発の特長は、総合システムを３つ

の論理的階層に分割し、研究開発を行ったことである。第

１の階層は、対象となる利用者から実時間で直接情報を獲

得するセンサーデバイスの高度利用の研究である。第２の

階層は、第１の階層で得られた情報を実時間で各地域に分

散して存在するデータベースに送るためのモバイルを中

心とした、シームレスなネットワークシステム構築の研究

開発である。第３の階層は、送られた各個人の情報を元に

健康･福祉のための高度コンサルティングのための情報を

提供するシステムの構築である。 
本コンサルティングシステムを構築するためには、次に

述べる３つの基盤研究が不可欠である。第１が、健康･福

祉のコンサルティングを支援できる高度な知的データベ

ースの構築であり、そのためには健康・福祉のための普遍

的なオントロジーの設計と活用が必須となる。第２が、構

築された知的データベースを用いて、利用者である個人

夫々に十分なコンサルテーションの情報提供を可能とす

る高度推論システムの開発である。第３が、個々のエージ

ェントの情報を統合化するシステム構築の研究である。こ

の研究のベースとなるのが、エージェント間通信をサポー

トするプロトコルの開発である。また、更に重要な研究項

目として、各階層と全体通をして強力なセキュリティを確

保するセキュリティの研究開発がある。 
本研究プロジェクトでは、個別研究を最初の２年間を中

心に行い、最終年度では、２年間の成果を基礎に総合的な

健康支援を可能にする安全な高度コンサルティングシス

テムの開発と運用実験・評価を行った。運用実験は宮城大

学で約半年間の実験として計２回行い、十分な成果を得た。

次に、本研究で行われた技術開発の進行の中で並行的に行

われた重要な社会貢献についても報告したい。 
第１が、地域における情報通信技術振興のためのコンソ

ーシアムの設立である。本コンソーシアムは、次世代･健

康福祉・介護情報基盤技術のための研究開発および産業化

の推進を目的とし、仙台市との共同により、ATWC 
(Advanced Technology for Wellbeing, Wellness and 
Welfare) として 2005 年 7 月に設立された。現在会員数

43 団体であり、積極的に活動している。 
第２は、本格的な産学連携の実現である。仙台市にある

株式会社サイエンティアは、大学･企業の人事管理システ

ムを提供している日本のトップ企業であるが、当社は我々

の開発した健康･コンサルティングシステムを同社の人事

システムと融合し、さらに高度な人事システムを開発して

新しいビジネスモデルを展開すべく、プロジェクトを進め

ている。また、アメリカの「心臓疾患予防」のビジネスを

行っている INTERxVENT 社とも共同研究を推進し、今

後は日本における心臓疾患予防ビジネスを検討している。 

第３は、海外の大学･研究機関との連携の推進である。

仙台フィンランドプロジェクトとも協力し、現在、フィン

ランドのオウル大学、スゥエーデンのウメオ大学との研究

協力が進行している。 
第４は、国際標準化への貢献である。この提案はモバイ

ルネットワークを含むネットワークセキュリティに関す

るものであり、Internet の標準機関である IETF に提案し、

Experimental-protocol RFC4498 として認定を受けた。

具体的な内容については、本報告書の中で言及してある。 
 

３．むすび 

 本研究は、平成 16 年度～平成 18 年度の 3 年間にわたり

健康･福祉の基盤技術の開発を目的とし、各関係機関と十

分に協力して行われたものである。その結果、我が国が直

面する超高齢化社会における最も重要な問題「健康･福祉」

に対して、重要な知見と解答を与えたものと確信している。 
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